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　男女共生社会の実現を目指した様々な取組がここ蓮田市でも行われています。市民によ
る『ぱすてる』の編集も今回で19号を迎えることになりました。
　一昨年は「男の子と女の子の今と昔そして未来へ～先生方から見た男女共生社会～」を
取り上げ、学校教育の現場で取り組まれている男女共生についてまとめました。そして、
昨年は「男女共生を考える～職場のコミュニケーション～」を取り上げ、会社や職場での
大人達の取組の現状を探りました。そして、今回、ここ２年間のテーマを受ける形で子ど
も達の現状について「男女共生を考える～子ども達が考える男女共生社会とは？～」と題
して子ども達が何を見て、どの様に感じて、どの様な未来を考えているのかを報告させて
いただきます。この『ぱすてる』の取組が、皆様のこれからの男女共生社会の発展に少し
でもお役に立てれば幸いです。

男女共生を考える

～子ども達が考える男女共生社会とは？～

Ｑどんなお手伝いをしていますか？
⃝�お風呂掃除・食器洗い・
トイレ掃除・お皿の用意・
ゴミ出し・アイロンがけ・
料理・洗濯物たたみ。

Ｑお父さんも皆さんと同じようなお手伝い
をしていますか？

⃝アイロンがけはしない。
⃝休みの日には料理をして
　くれる。
　…�そんなお父さんを見ても
「男なのに」とは思わない。

　…�自分も大人になったらやりたいと思う。
　…�「男なのに」とちょっ
と思う。

⃝�ゴム付けなどの裁縫はや
らない。

⃝掃除機をかける。

Ｑゴキブリ退治は誰がしますか？
⃝お母さんやお父さんがいる
時でも自分が退治する。

学校での生活について

Ｑどんな係がありますか？
⃝黒板係・配り係・体育係・掲示係・本係など。

　…�やりたい係に立候補する
ことができる。

　…�男子でないと出来ない、
女子でないと出来ないと
いうことは無い。

　…�体育係の仕事では、女子には少し軽いも
のをお願いする。

Ｑ行事での役割などはどうですか？
⃝運動会の応援団長は、やっぱり男子がやっ
た方がいいと思う。

⃝音楽の指揮者や伴奏は女子がやった方がい
いと思う。男子でもいいと思う。

⃝鼓笛の指揮者は女子がやっ
た方がいいと思う。３人と
も男子ならやってもいい。

⃝大太鼓は男子でも女子でも
いいと思う。

将来の生活について

Ｑ結婚についてはどう思いますか？
男 子 パートナーには専業主婦でいて欲しい。
女 子 パートナーには、時々でいいので洗濯
物たたみなどをして欲しい。

男 子 専業主夫もやってみたい。

Ｑ男性をイメージする職業は？
⃝引越し屋さん・パイロット・配達員・
　コックさん・警察官・消防士。

Ｑ女性をイメージする
　 職業は？
⃝花屋さん・ケーキ屋さん・
レストラン・マッサージ屋さん。

Ｑ将来やりたい職業は？
⃝�動物の飼育員・絵を書く仕事・本屋さん・

レストラン・レジ・ゲーム
クリエイター・獣医さん。

低学年編
蓮田市立平野小学校

〈〈 参加者 〉〉
下山さん　矢部さん　岡田（唯）さん
友竹さん　荒井さん　岡田（琉）さん

　男女に関わらず、小学校低学年のうち
から色々なお手伝いをしていると聞いて
感心しました。
　職業や役割については、やや男女のイ
メージがあるものの、昔に比べてそれほ
ど性別に縛られていないように思います。
子ども達と会話する中で、家庭での様子
がとても影響していると感じました。家
族が協力し合って生活することこそが、
男女共生につながる大切なことだと思い
ます。

　まとめ
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Ｑお手伝いはどんな事をやりますか？
⃝ペットの世話・風呂掃除・ゴミ出し・掃除
機をかける・家族のお布団を敷く・夕飯の
配膳・食器を下げる。

◆�お姉ちゃんと 交代でお風呂掃除したり、お兄
ちゃんと一緒に洗濯物をた
たむ、というお子さんもいま
した。自分から進んでやると
家族に喜ばれるそうです。

Ｑ家での仕事の分担はありますか？
⃝うちのお父さんは、家事一切やりません。
お母さん任せです。
⃝お母さんが仕事で帰りが遅くなる時は、お
父さんが夕飯を作ります。
⃝ゴミ出しはお父さんの担
当。休日のお昼ご飯もお
父さんが作ってくれます。

◆�共働きのご家庭では、家事は出来る方がや
ります。ただ、基本的には、お掃除、料理は
お母さんが担当、というお宅がほとんどでし
た。

Ｑ「女らしく、男らしく。」と言われた事は
ありますか？

⃝�女の子らしい言葉遣いをしなさい、と言わ
れた事もあります(食う、
と言ってしまった時)。
⃝�男兄弟だからか、男らし
くしなさいとは言われた
事はありません。

⃝自分も言われないし、周りでもあまり聞か
ないけど、女の子の方が言われそうなイ
メージがあります。

⃝マナーが良かったり、清潔な人は女らしい
と思う。また、女の子が出来ない力仕事を
手伝ってくれる時、男らしいと思う。

学校での生活について

Ｑ黒浜小独自の『会社づくり』とは何です
か？

⃝クラスのために、何かを
取り組みたい人が立ち上
げて、仲間を募り活動す
ることです。

　…�男子～マジック会社・
毎週決まった時間、みんなにマジックを
見せる。

　…�男子～靴揃え会社・下駄箱の靴を揃える。
　…�男女混合～レクリエーション会社・クラ
スの皆にアンケートとって、ロング昼休
みの企画を決める。

　…女子～新聞会社・月２回ほど新聞発行。

⃝�仲の良い友達同士で会社
をつくれるから、なんと
なく男女分かれている。
でも入りたい人がいれば
男女関係なくメンバーに
なれます。

Ｑクラブ活動は？
⃝サッカー　男子のみ
⃝ボールゲーム  ほぼ男
子、女子１人

⃝バドミントン　男子 過
半数

⃝マンガ　ほぼ女子、男子３人
⃝料理・手芸　ほぼ女子、男子１人
⃝卓球　男女半々

将来の生活について

Ｑ結婚についてはどう思いますか？
女 子 結婚はしたい。家の事は仕事の空いて
いる時間で分担してやる。協力して半々で
やるのがいい。

女 子 料理はどっちがやってもいい。
女 子 パートナーには働いてほしい。
男 子 主夫は嫌だ、働いていたい。
男 子 自分にお金がかかるから結婚はしない。
男 子 結婚してもパートナーが仕事を続けて
いいと思う。

Ｑ将来の夢は？
⃝サッカー選手・野球選
手・バレーボール選手・
牧場経営・動画投稿(You 
Tuber)・幼稚園の先生。

◆�職業によっては男女のイメージがあるけど、
会社の社長、市長、議員、トラックやタクシー
運転手、保育士など、男女関係なくやってい
いと思う。本人の性格や特技を活かせれば、
やりたいことやっていいという意見が多かっ
たです。

高学年編
蓮田市立黒浜小学校

〈〈 参加者 〉〉
阿部さん　宇津木さん　加納さん　岸本さん
生木さん　小室さん　白寄さん　蓜島さん

　家庭でのお手伝い、様々なことをやっ
てるようです。中には自分から進んでや
る子もいました。
　学校では黒浜小の特徴でもある 会社
づくりは、個性ややる気を認め合い、発
揮する場であるようです。
　男女関係なく、クラスのためにできる
ことを考えて、楽しく取り組んでいる様
子でした。
　結婚についても、漠然とですが、パー
トナーと協力するものという考えだそう
です。家庭の様子をよく見ているなぁと
思いました。

　まとめ
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Ｑどんな手伝いをしていますか？
⃝母が専業主婦なの
で、自分はあまり手
伝いはしないです。
頼まれれば、食器洗
いは小学校の時から
やってます。
⃝特に決まってるわけではないですが、猫を
飼ってるので、餌やりは気づいた時にやる
ようにしてます。
⃝母が大変そうな時は、自分から食事の後片
付けをやります。

Ｑ家事の分担はどうですか？
⃝�休日に父が料理をして
くれます。ハンバーグ
とかチャーハンとか…。
⃝�僕の父は掃除とゴミ捨
てをしています。

⃝�料理するお父さんは、見ていてカッコいい
と思います。

⃝ボタンが取れたら、裁縫するのはお母さん。
お父さんがやったら出来上がりが不安。

⃝虫退治はお母さん担当。家の壊れた所を直
すのはお父さん。

学校での生活について

Ｑ男女の格差を感じたことありますか？
⃝�例えば、生徒会立候補
は女子の方が多いです
し、前会長も女子でし
た。この学校はわりと
男女共生ができてると
思います。

⃝何か役割を決める時も、男女関係なく、
パパッと決められていると思います。

⃝�合唱コンクールの実行委員は女子が多いけ
れど、指揮者は男子もけっこういますね。
ピアノの伴奏も男女とも活躍しています。
実力で決めています。

⃝修学旅行の班行動のプラン立てのリーダー
シップは、どちらかというと女子が多いで
す。行きたい場所の
提案に男子が「どこ
でもイイよ」という
感じです。

⃝�女子の方が活発です。
だけど先生が怒る時は
男子に対しての方が厳
しく感じます。

将来の生活について

Ｑ例えば、会社で同じことをやっても、評
価が男性の方が上だったり、出世したり。
社会にはまだまだそういう部分があると
思います。どう思いますか？

⃝�もし自分がそういう立場
になっても、自分からは
勇気がなくて反論できな
いと思います。

⃝�私も言えないけれど、頑
張って認めてもらえるよ
うにしたいです。

Ｑ将来の夢は何ですか？
⃝映画を作ってみたい。それになれなくても、
自分のやりたい事で仕事をしていたい。

⃝やりたい事がたくさんあって、まだ１つに
しぼれません。小さい子とふれあう事が好
きなので、そういう仕事ができたらいいな
と思います。

⃝�中学校の先生になりたいです。中学は部活
もあるので自分の好きな事を両立できるか
らです。

Ｑ結婚後の仕事についてはどう思いますか？
女 子 共働きで帰りが遅い
と、夕ご飯を子どもだけ
で食べるのは寂しいと思
います。専業主婦がいい
です。

男 子 日中、家に誰もいないと心配なので、
働くのは僕だけでいいかな。

女 子 どちらかが働けばいいと思います。
男 子 パートナーにとって働きがいのある仕
事をするなら、協力して続けられるように
したい。

Ｑ子どもの学校行事の参加についてはどう
思いますか？

⃝授業参観は参加したい。
子どもとふれあえる機会
だから。

⃝行きたい気持ちはあるけ
れど、仕事を優先するか
ら行けないと思います。

⃝�私の父も来てくれて嬉
しかったので、旦那さ
んにも参加してほしい
です。

中学生編
蓮田市立黒浜西中学校

〈〈 参加者 〉〉
大塚さん　岸野さん　岡部さん
原田さん　大兼さん　本田さん

　中学生は学校で生徒会や係など、
男女分け隔てなく決めるそうです。
意見を自由に述べ、認め合える環境
ができているようです。
　将来の仕事については広い視野を
もって、自分のやりたい事に挑戦し
たいとの意見があり、皆さん共感し
ていました。

　まとめ
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Ｑお手伝いについて
女 子 決まっていないが、お風呂、皿洗い、
お弁当作りなど。

男 子 役割分担はないが、
やれる人がいないときに
家事全般はできる。
⃝週一くらいで料理をする。
⃝最初は母に頼まれたことがきっかけです
が、今は兄と当番制で料理をしている。
⃝家族がいないことが多いので、洗濯物、洗
い物は自分でやっている。

Ｑ「男だから、女だから」など言われたこ
とはありますか？

男 子 「男だから外で遊びなさい」とか、「勉
強はそこそこでいいので、スポーツはできる
ように」と父に言われたことがある。

女 子 「女だから足を閉じなさい、あぐらは
やめなさい」と言われたことがある。

学校での生活について

Ｑ役割について
⃝体育祭の団長、副団長は男女決まっていな
いため、女子が団長のときもある。

⃝�生徒会役員は、男女決
まっていない。現在の会
長は女子、副会長は女男
（必ず）。

Ｑ名前の呼び方について
男 子 男子は下の名前を呼び捨て。
男 子 女子は下の名前で〇〇さん。
⃝先生にもよりますが、男の先生は女子を上
の名前で○○さん、男子は下の名前で呼び
捨て。

⃝�先生が怒ってるときは下の名前で呼び捨て。
女 子 女同士は下の名前で呼び捨て。あまり
話したことない人には〇〇さん。

女 子 男子は下の名前で〇〇くん。
◆小・中学校では、上の名前で〇〇さんでした
が、なんとなく距離がある感じがして嫌だっ
たので、意識して呼び方
を変えた。という話もあ
りました。

Ｑ掃除について
女 子 掃除は女子ばかりがやっている。男子
はやらないで、ふざけていることが多い。
先生がきたら、やっているふりをしてる。

男 子 女子がやってくれるから、いいやと
思ってしまう。掃除はめんどくさい。

女 子 現在は女子のほうが、主導権があるよ
うに感じる。体力的には男子にはかなわな
いことが多いが、力が必要な時も、男子を
よばない（男子はほとんど手伝わないので）。

将来の生活について

Ｑ就職について
男 子 国際関係…英語に関わる仕事。緑を育
てるなどの人の役に立つ仕事がしたい。

男 子 スポーツ整体師など人に関わる仕事。
男 子 美術系、カメラなどの仕事（外国に行っ
てみたい）。

男 子 駅員、交通輸送関係の仕事（安全と思
い出を売る仕事）。

女 子 事務系の仕事（一つのことに打ち込む
のが好きなので、会社の一般事務がいい）。

女 子 事務系の仕事（接客
が苦手で、いつでもニコ
ニコしているのも苦手、
自分の世界でパソコン作
業をやりたい）。

Ｑ将来、結婚したら、パートナーに求める
ことは？

男 子 自分が好きな仕事をしていた場合、仕
事を続けたいので、奥さんだけに家事を任
せるのではなく、手伝いたい。育児に関し
ても手伝うことに抵抗はないし、自分がで
きることは積極的にやりたい。

男 子 仕事が安定してから結婚したい。妻に
はいつも明るく、近くにいてほしい。仕事
はパートくらいにしてほしい。ただ、やり
たい仕事があるならしても良いと思う。自
分が家事を手伝うのは大丈夫なので、分担
を話し合って決めたい。

男 子 仕事に関しては、それぞれにメリット、
デメリットがある。共働きはお互いの時間が
なくなるし、専業主婦（夫）では経済的に安定
しないかもしれない。でも、家庭内は安定す
るような感じがする。そのときにならないと

わからないが、もし妻が、
バリバリ仕事を望む人の
場合は喜んで、自分が家
事を引き受ける。

女 子 結婚前は、お互いが
働いていると思うので、その時に、結婚後
の役割分担について話し合いたい。

女 子 専業主婦がいい。夫には安定した仕事
をしていてほしい。仕事、家庭を大事にし
てほしいし、食事を一緒にしたい。

高校生編
埼玉県立

蓮田松韻高等学校

〈〈 参加者 〉〉
吾郷さん　有吉さん　三上さん

清水さん　吉田さん

家庭での生活について

　取材した皆さんは、ほとんどが家での
お手伝いをしていました。きっかけは
様々ですが、家族を助けるためにしてい
て、感心しました。学校では、男子、女
子共に性別によって呼び方を変えてお
り、小・中学生の頃に上の名前で〇〇さ
んと統一していたころとは、違うものの、
異性に対しては、意識しているようでし
た。職業に関しては、基本的には男女関
係なく「向いている人がやればよい」と
いうスタンスでした。しかし、男女それ
ぞれの特徴をいかして、向いている職業
も違ってくるのでは？という具体的な意
見も出ていました。結婚後については、
男子も積極的に家事や育児に参加したい
と話しており、さすが高校生は将来のイ
メージをより鮮明に描いていて、頼もし
く感じました。

　まとめ
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ご意見を
お寄せ
ください

編集後記
　今回の子ども達への取材から、男性の役割、女性の役割的な考え方が今もなお生き続け
ていて、日本の歴史や文化や地域性等が子ども達の意識の根底に受け継がれている様に感
じられたところもありました。しかし、全体的には「どちらの役割」と区別する考え方を
強く持ってはいない印象でした。そして、男性も女性も積極的な気持ちで全員がどんどん
社会に進出するべきだという捉

とら
え方もしていないように感じました。ただ、女性が社会に

出て積極的に働く事を希望したときに、それが叶わない社会の仕組みでは困ってしまう。
そんな男性、女性の枠組みによる差別がない、心のバリアフリーを実現した社会を目指
し、能力を持っている人がどんどん活躍していることが自然に感じられる社会を作る事こ
そが、男女共生社会のあるべき姿なのではないか。子ども達は既にその姿を自然と感じら
れる下地を備え持っているのではないかと今回の取材を通して思いました。
　皆さんはどの様にお感じになられましたか。

ステキな表紙の作品を描いてくださった黒浜西中学校美術部の皆さん、ありがとうございました。

　昨年度と同じメンバーで、『ぱすてる』の編集をさせていただきました。月に一度の
編集ミーティングや取材など、それぞれの得意分野を活かしながら進めてきました。市
長をはじめ、教育委員会、校長先生や先生方、そして、取材に協力してくれた児童・生
徒のみなさんと時間のアレンジをしてくださった保護者の方々、みなさんのおかげで、
無事に発行することができました。ありがとうございます。できるだけ多くの方に、手
にとっていただけるとうれしいです。

菅 野

　今回取材に立ち会い、話した中ですごく自分達の時代とのギャップを感じました。小
学校低学年の頃からしっかり自分の意見をもっていて、やらなければいけない事をわ
かっていました。中学生、高校生も男女問わず家庭を大事にしているようでした。私達
大人も、子ども達を見習う事がたくさんあるように思いました。今回取材を受けていた
だいた方ありがとうございました。

小 森

　目指す「男女共生社会」とはどんな社会なのか、自分自身への問いかけでもありまし
た。将来を担う子ども達への教育がどの様に変化しているのか。会社や組織としての取
組が、職場でどの様にいかされているのかいないのか。子ども達の意識がどの様に変わっ
て来ているのかを知ることが出来ました。これからは、私自身の意識改革と実践を試み
たいと思います。

高 沢

　私は、今回のような子ども達の意見を聞ける機会を楽しみにしていました。皆さんしっ
かりとした考えを持っていてとても頼もしかったです。今回の取材で、まず私たち大人
が手本となるような行動をすることが大切だと改めて感じました。子ども達はそんな姿
を見て、どんなことでも抵抗なく、自ら進んで行動するようになるのだと思います。そ
うして自分の個性や能力を伸ばし、自立した大人へと成長していって欲しいです。

石 黒

　子どもの観察眼はなかなか鋭い。周りをよく見てるなぁ、というのが今回の取材の第
一印象です。皆さん、結婚についての考え方や理想の働き方を、熱く、時には照れなが
ら話してくれました。和気あいあいとした雰囲気で楽しく男女共生を考える座談会がで
きたこと感謝しています。ご協力いただいた生徒の皆さん、ありがとうございました。

酒 井

エピローグ

　「ぱすてる」では、今後載せてもらいたい内容、今回の内容に対するご意見・ご感想、
男女共同参画全般に関するご意見などをお待ちしています。また、編集委員も募集して
います。興味関心をお持ちの方、ぜひ参加してください。
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